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緩和ケア 23 195 2013 

明智龍男 希死念慮を有する患者のアセス
メントとケア. 

緩和ケア 23 200 2013 

佐々木治一郎 喫煙と健康障害-禁煙支援の理
解・普及から「脱タバコ社会」
を目指して- タバコ煙の成分と
疾患発症メカニズム. 

日本臨床 71 383-89 2013 

福井 朋也, 佐々木 
治一郎 

がんの治療薬を知る 薬剤選択
のための知識 ノギテカン 

臨床腫瘍プラク
ティス 

9 180-83 2013 
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井川 聡, 大谷 咲
子, 佐々木 治一郎 

非小細胞肺癌の維持療法 呼吸 32 332-38 2013 

福井小紀子、乙黒千
鶴、石川孝子、藤田
淳子、秋山正子 

都市部公営団地に在住する健康
相談未利用者における健康相談
の必要性に関する認識とその関
連要因の検討． 

日本公衆衛生学
会誌 

60(12
） 
745-753 2013 

福井小紀子 訪問看護事業所の黒字化のため
の経営指標の提案 

社会保険旬報 2545 22-29 2013 

藤田淳子、渡辺美奈
子、福井小紀子 

介護支援専門員・介護職に対す
る訪問看護師の連携行動とその
関連要因-死亡前１か月の高齢
者終末期ケアに関して- 

日本地域看護学
会誌 

16(1) 40-47 2013 

藤田淳子、福井小紀
子、清水準一、高砂
裕子、上野 桂子、齋
藤 訓子、星芝 由美
子 

訪問看護事業所の質管理の取り
組みと関連要因の検討 

コミュニティケ
ア 

15(11
) 
67-71 2013 

福井小紀子、藤田淳
子、清水準一、高砂
裕子、上野 桂子、齋
藤 訓子、星芝 由美
子 

平成24年度の介護報酬・診療報
酬の改定内容が訪問看護事業所
の経営ヘ与えた影響 

コミュニティケ
ア 

15(10
) 
67-74 2013 

福井小紀子、藤田淳
子、清水準一、高砂
裕子、上野 桂子、齋
藤 訓子、星芝 由美
子 

訪問看護事業所が黒字化するサ
ービス提供の要素―全国訪問看
護事業所のサービス提供実態調
査の分析結果を基に 

コミュニティケ
ア 

15(9) 60-66 2013 

福井小紀子 がん対策推進基本計画見直しと
診療報酬・介護報酬改定の全体
像 

緩和ケア 23(2) 104-107 2013 

 


